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2023年５月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異 

及び 2023年５月期連結業績予想の修正並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、2022年７月 14日に公表いたしました 2023年５月期第２四半期（累計）連結業績予想と本日公

表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、当社はこれら最近の業績動向を踏まえ、2023年５月期通期連結業績予想及び期末配当予想につき

ましても、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

 

１．2023 年５月期第２四半期(累計)連結業績予想と実績との差異（2022年６月１日～2022年 11月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半 

 期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想（Ａ） 7,839 13 18 △99 △12.97 

今回実績（Ｂ） 7,239 △101 △82 △186 △24.30 

増減額（Ｂ－Ａ） △601 △114 △100 △87  

増減率（％） △7.7 ― ― ―  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（2022 年 5 月期第 2 四半期) 
8,162 △315 △297 △598 △76.28 

 

２．2023 年５月期通期連結業績予想数値の修正（2022年６月１日～2023年５月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回予想（Ａ） 16,426 511 520 186 24.34 

今回修正（Ｂ） 14,706 113 131 △92 △11.98 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,720 △398 △389 △278  

増減率（％） △10.5 △77.9 △74.8 ―  

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 2 2 年 5 月 期 ) 
16,335 △360 △323 △905 △115.95 

 

 

 



 

 

 

（１）差異の理由 

当第２四半期連結累計期間においては、当初予想の売上高に対してセールスマーケティング事業で

206百万円減、ダイレクトマーケティング事業で 430百万円減、IT ソリューション事業で 36 百万円増

となり、全体では 601 百万円減少いたしました。特にダイレクトマーケティング事業でのマイナスは

TV 媒体費（放映料）の売上効率を維持するため、媒体費を抑制する方針に変更したことに起因します。 

売上総利益面では、売上高の減少により売上総利益が 267百万円減、円安影響などによる原価率の上

昇による売上総利益が 122百万円減となり、当初予想より 389 百万円減少いたしました。 

営業利益面では、広告宣伝費をはじめとする販売管理費及び一般管理費の削減に努めてまいりまし

たが、これらの経費を吸収できず営業損失が 101 百万円となりました。 

また、特別損失として固定資産の減損（店舗設備及び TV ショッピングの映像）、投資有価証券評価

損を 100 百万円計上いたしましたことから親会社株主に帰属する四半期損失は 186 百万円となりまし

た。 

 

（２）修正の理由 

通期における売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益について、当第

２四半期連結期間において発生した計画差異が通期の計画にも影響を及ぼすと想定され、通期として

は今回発表の数値となる事が見込まれます。 

 

 

３．期末配当予想の修正について 

 １株あたり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想  12円 00銭 12円 00銭 

今回発表予想   0円 00銭  0円 00銭 

当期実績（2023年５月期） 0 円 00銭   

前期実績（2022年５月期） 0 円 00銭 12円 00銭 12円 00銭 

 

（１）修正の理由及び今後の方針 

当社は株主の皆様への適切な利益還元を経営上の最重要課題と位置付けております。将来の事業

展開に備え内部留保による企業体質の強化を図る一方で、利益配分につきましては配当性向 20％を

目途とし、今後の経営環境等を勘案して決定する方針であります。 

今般、当期の第２四半期累計期間の業績、及び通期業績見込みが前回公表値より大幅に下回る見

通しとなりましたこと、また、今後の業績拡大に向けた新たな収益事業を創出するための投資に充

当していくことが最優先と判断し、2023年５月期の期末配当予想について無配とさせていただきま

す。 

なお、株主優待制度は変更ありません。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げるとともに、早期の業績回復、復配に向けて努めてまいりま

すので引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 

（注）上記の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であ 

ると判断する一定の前提に基づいて作成しており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性 

があります。 

 

 

 

以 上 


